
嬉野市議会議員　 大串　友則

実施月日

実施時間

調査先

調査所在

調査の目的

調査先担当者

経 費 の 内 容 金 額 （ 円 ）

旅費 （嬉野ー博多ー綾町役場ー宮崎市内） 18,230

宿泊費 8,200

合　　　計 26,430

※裏面に領収書、開催通知等を貼付のうえ、実績報告書の支出明細に添付すること。

有機野菜の取組みについて

（様式３－２）　調査研究活動記録票（先進地視察又は現地調査に要する経費）

令和６年8月1日（木）

１３時３０分～１６時

宮崎県綾町役場、合同会社アヤオーガニックワークス

宮崎県東諸県郡綾町南俣５１５（綾町役場）

上記活動に要し
た経費

会議や研修等の資料についても整理保管すること

綾町役場農林振興課有機農業振興係　森本隆太氏、有限会社松井農園　松井道生氏

内容・結果等

（内容）有機農業の取組みで有名な綾町の主な概要

１，有機農業の先駆者・・・1980年代から有機農業に力を入れており、化学肥料や農薬を使
わない農業を実践し、自然環境に配慮し、持続可能な農業を目指す試みの一環。

２，「有機農業の里」宣言・・・1990年に「有機農業の里」を宣言し、地域全体で有機農業を推
進する姿勢を明確にした。この取り組みにより、町内の多くの農家が有機農業に取り組むよう
になり、有機農産物の生産が広がった。

３，自然生態系農業・・・綾町の農業は、自然の生態系を大切にし、土壌や水、動植物との調
和を重視した農業方法を採用されている。この方法により、土壌の豊かさを保ちながら、質の
高い野菜を生産することが可能になっている。

４，地域ブランドの確立・・・綾町の有機野菜や農産物は、ブランド化されており、全国に販売
され特に、農産物は健康志向の消費者に人気で、高い品質基準を維持している。

５，民間と連携したオーガニックスクール・・・綾町の「オーガニックスクール」は、持続可能な
農業を学べる教育プログラムであり、このスクールでは、自然環境を大切にした農業の方法
や技術を学ぶことができ、初心者から有機農業に興味を持つ人々まで、幅広く参加できる場
となっています。特に、民間と連携されていることにより自立するときには販売ルートの確立
まで行われているとのことであった。

（感想）

綾町の有機農業は、町全体の取り組みとして行政からの強力な支援を受けて農業者への技
術指導や支援策が整っており、農家が安心して有機農業に取り組むことができていると感じ
た。綾町オーガニックスクールは、農業の未来に関心がある人々にとって、有機農業の技術
と理念を学ぶ場であり、自然との調和を追求する持続可能な農業の模範的な取り組みを体
験できる貴重な場所であると感じた。綾町の有機野菜の取り組みは、単なる農業改革にとど
まらず、地域の持続可能な発展や自然環境の保護、さらには消費者への健康的な食生活の
提供に貢献し、このような取り組みは、他の地域や国にも影響を与え続けていけるように感じ
る。



嬉野市議会議員　 大串　友則

実施月日

実施時間

調査先

調査所在

調査の目的

調査先担当者

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

旅費 （宮崎市内ー川南ー博多ー嬉野） 17,340

合　　　計 17,340

※裏面に領収書、開催通知等を貼付のうえ、実績報告書の支出明細に添付すること。

みやざき茶振興の取組みについて

（様式３－２）　調査研究活動記録票（先進地視察又は現地調査に要する経費）

2024/8/2（金）

10：00～11：30

宮崎県総合農業試験場茶業支場

宮崎県児湯郡川南町川南１７０７０

上記活動に要し
た経費

会議や研修等の資料についても整理保管すること

宮崎県茶業協会　みやざき茶推進会議　事務局長　吉留浩氏

内容・結果等

（内容）宮﨑茶振興の取組みの概要

１，農家所得向上に向けた取り組み・・・ウーロン茶等の生産の際に、手作業で行う萎凋工程
の省力化と品質安定の取り組みとして、製茶機メーカーと新型萎凋機の開発。他新型火入れ
機導入。

２，輸出促進や有機栽培茶生産技術の開発・・・有機栽培茶生産技術の取り組みとして、ス
プリンクラー散水によるクワシロカイガラムシ防除技術の開発や国際的な食品展示会等に参
加し欧米やアジアへの輸出促進。

３，地元消費とブランド化の推進・・・地元の飲食店や観光施設で宮崎茶を使ったメニューを
提供し、観光客に対してPRする取り組みも行われており、みやざき茶推進会議において釜炒
り茶のブランド認証審査要領を作成し、「釜王」として認証する取り組みを実施。釜炒り茶の
知名度アップと販路拡大を図るために平成24年からブランドづくりをされている。

（感想）

宮崎県は伝統的な茶産業を守りながら、現代のニーズにも応える形で産業を発展させている
と感じた。また、みやざき茶の入札会では平均単価がうれしの茶と比べると高単価であった
が、JA経済連の買い支えがあってこその単価とのことであった。今後は、高齢化が進む茶農
業において、若手の育成や茶生産の魅力発信が重要であり若い世代が茶生産に参入しや
すいよう、技術研修の充実や資金サポート、マーケティング支援などを通じて、将来を担う人
材の確保に力を入れる取り組みが必要だとかんじた。


